
京都観光振興計画２０２５ 概要版

住んでよし，訪れてよし，働いてよし。
歴史や文化を希望にかえるまち　京都
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住んでよし，訪れてよし，働いてよし。

　　 歴史や文化を希望にかえるまち　京都

　世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の影響により観光需要は激減し，京都観光は今，未曾
有の危機に直面しています。

　外国人観光客の急増等による一部観光地の混雑やマナー問題等の観光課題が市民生活に影響を及ぼし
ていた一昨年。「課題解決先進都市・京都」として，地域や観光関連事業者の皆様とともに徹底した取組を
進め，混雑緩和をはじめ，ようやくその成果が見え始めた矢先のコロナ禍です。

　この新たな感染症により，観光事業者に限らず，観光関連事業に従事しておられる多くの皆様の暮らし
や雇用，さらには文化・芸術を担う方々の生活にまで大きな影響が出ています。観光が地域の産業や文化
を支えているという事実が，コロナ禍で改めて認識されるとともに，この苦境を乗り越え，京都観光を力
強く回復させ，未来を切り開いていかなければならない。また，その際には，観光課題が生じていたコロナ
拡大前の状態に戻すのではなく，市民生活と観光が調和し，市民の皆様が豊かさを感じられる，より持続
可能な観光を実現しなければならない。そのためには，京都観光に関わる全ての皆様にとっての羅針盤と
なる計画が，今こそ必要である。そのように考え，この度「京都観光振興計画2025」を策定いたしました。

　持続可能な京都観光の実現には，市民，観光客，そして観光事業者・従事者など，京都観光に関わる全て
の皆様が，お互いを尊重しながら，三者にとって，より質の高い観光，満足度の高い観光を目指していく必
要があり，また，それにより京都観光の魅力を更に高め，将来にわたって京都が発展していく好循環を構
築していくことが重要です。

　今後，本計画に基づき，市民生活と観光の調和の下，観光の力によって地域や社会の課題を解決し，市民
の暮らしや地域の豊かさにつなげていく。さらには感染症などの危機や「2050年CO2ゼロ」をはじめとし
た環境問題に対応しながら，SDGsの達成にも貢献する。そんな目標に向けて，京都観光に関わる全ての皆
様お一人お一人が「自分ごと」「みんなごと」として，着実に取り組むことで，世界の都市が目指す観光のモ
デルとなるよう全力を尽くしてまいります。

　京都観光の過去を振り返ったとき，これまでからも多くの危機に直面してきました。しかし，およそ
９０年前，昭和恐慌の最中に，未来を見据えて全国初の「観光課」を市役所内に設けたように，京都はどん
な状況でも観光を進化させるべく挑戦し，あらゆる危機にしなやかに対応する「レジリエンス」の力で，力
強く前に進んできました。

　今般のコロナ禍に際しても，先人から受け継いできた京都の歴史や文化を，今後の京都観光にいかすこ
とで，ウイズコロナ時代を生き抜く「希望」にかえていく。そして，観光関連業界をはじめ文化関係，寺院・
神社，地域企業，大学などオール京都で力を合わせ，京都を愛する世界中の皆様の力を結集し，必ずやこの
危機を克服してまいります。

　結びに，京都市観光振興審議会の委員の皆様をはじめ，本計画の策定に多大なお力添えをくださいまし
た関係者の皆様，また貴重な御意見や御提案をお寄せくださいました多くの方々に，心から御礼申し上げ
ます。

　　　令和３年３月 京都市長
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京都観光を振興する意義

1京都の「光｣※ によって，市民や観光客など人々の心や人生の豊かさを高める。
　�※平安建都以来の1200年を超える歴史に培われた文化，芸術，自然，学問，食，産業，知恵，人や暮らしなど。

2京都のまちの持続的な発展を支え，市民の暮らしを豊かにする。
　（1）地域文化や地域コミュニティの継承・発展
　（2）美しいまちなみや誰もが暮らしやすい都市機能等の魅力的なまちづくりの進展
　（3）産業の振興，雇用の創出等の地域経済の活性化，市財政への貢献
　（4）京都のブランド向上や地域への愛着・誇りの醸成

3相互交流の促進を通じて，国際親善，国際平和に貢献する。

　策定趣旨
　京都では，悠久の歴史に育まれた文化や自然，人や暮らしなど，類まれなる京都の「光」を活かした観光が，人々
の心や人生を豊かにするとともに，地域経済の活性化やまちづくりの進展のみならず世界の友好親善に貢献し
てきました。一方で，近年の外国人観光客の急増や，それに伴う観光事業者の参入増加等は，違法民泊や一部観
光地の混雑・マナー問題などの観光課題を発生させ，市民生活に影響を及ぼしてきたのも事実です。
　このように観光は，大いなる可能性を秘めると同時に，地域コミュニティや環境に負の影響を与えることも
あります。本市では，平成26年(2014年)に策定した「京都観光振興計画2020」及び「京都市MICE戦略2020」に
基づき，「世界があこがれる観光都市」を目指し，多彩な施策を展開し，観光地としてのブランド向上，観光消費
額の増加を通した地域経済の活性化等に大きく貢献するとともに，この間発生した観光課題に対しては「京都
観光振興計画2020＋1」，「「市民生活との調和を最重要視した持続可能な観光都市」の実現に向けた基本指針と
具体的方策」，「京都市宿泊施設拡充・誘致方針」などにより，それぞれ対策を講じてきました。
　しかし今，人口減少・少子高齢化の進展や生活様式の変化による文化の担い手不足，地域コミュニティの衰
退などは，これまで国内外の多くの観光客を魅了してきた京都の「光」の継承・発展に影響を及ぼし，また，新型
コロナウイルス感染症の拡大による観光需要の激減と社会変化は，京都観光を支えてきた事業者等に極めて
深刻な影響を与えるとともに，人々の暮らしや働き方，そして旅の仕方を急速に変化させました。
　京都観光が直面している危機から力強く回復し，コロナ収束後の新たなステージに対応していくためには，
改めて観光を振興する意義を振り返り，これまでの経験を活かし，上記方針などこの間の取組を統合・発展さ
せながら，京都が培ってきた歴史と，そこから蓄積された文化を希望につなげていくことができる新たなモデ
ルが必要です。
　それこそが，より進化した「持続可能な観光」であり，市民生活と観光の調和の下，観光の力によって地域や
社会の課題を解決し，市民の暮らしや地域の豊かさにつなげていく，さらには危機や環境問題に対応しながら，
SDGs※の達成に貢献していくことを目指し，今後の京都の観光が，世界の都市が目指すモデルとなるよう，こ
こに「京都観光振興計画2025」を策定します。

　計画期間
令和3年(2021年)度～令和7年(2025年)度までの5年間
※2030年時点の目指す姿を設定し，長期的視点を持った計画とします。�

京都観光振興計画2025

※�SDGs（持続可能な開発目標)：平成27(2015)年の国連サミットで採
択された，令和12(2030)年までを期間とする国際目標。持続可能な
世界を実現するための17のゴール・169のターゲットを定めたもの。
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京都が目指すまちづくりと観光

〈 京都観光が目指す姿 〉

市民の暮らしの豊かさの向上，地域や社会の課題解決，ＳＤＧｓの達成に貢献し,
感染症や災害などの様々な危機や環境問題に対応していく持続可能な観光

　市民生活と観光の調和の下，京都観光がより持続可能になるには，市民（地域），観光客，観光事業者・従事者
等がお互いに尊重しあい，三者にとって，より質（満足度）の高い観光，住んでよし，訪れてよし，働いてよしの
まちづくりを実現し，それにより京都観光の魅力を更に高め，将来にわたって京都が発展していく好循環を構
築していくことが重要です。

※DMO：�地域の多様な関係者を巻き込みつつ，科学的アプローチを取り入れた観光地域づくりを行う舵取り役となる法人�
Destination�Management/Marketing�Organization

〈 5つのまちづくりと観光の実現に向けて必要な観点（横断的な観点） 〉
1 新型コロナウイルス感染症による影響からの力強い回復 ※計画期間の最重要観点

2 文化の継承・発展と環境への配慮を重要視した観光の推進

3 デジタル化とイノベーションの推進

4 エリアごとの観光を推進・管理する取組や仕組みの強化

5 市民・観光客・事業者等と市・ＤＭＯ※（京都市観光協会）のコミュニケーション強化

6 ＤＭＯ（京都市観光協会）を核としたオール京都での協働，広域連携強化

2030年に実現を目指す5つのまちづくりと観光

　京都観光が目指す姿を踏まえ，以下の5つのまちづくりと観光を2030年までに実現することを目
指します。
1市民生活と観光の調和が図られ，市民が豊かさを実感できる。

2あらゆる主体が京都の「光」を磨き上げ，観光の質を高める。

3 観光の担い手がより活躍し，観光・文化分野での起業・新事業創出が盛んになり，都市の活力向上
や文化の継承に寄与する。

4  感染症や災害などの様々な危機に対応できる，しなやかで力強く，安心・安全で環境に配慮した持
続可能な観光を実現させる。

5 ＭＩＣＥ都市としての魅力を確立し，世界の人々が集い，多様性を認め合い，世界平和に貢献する
まちになる。
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〇��市民生活と観光の調和や観光による地域への更なる貢献などによって市民（地域）の満足度や豊かさ
が高まること

〇��京都の文化，自然，景観などの「光」をより輝かせ続けるとともに，魅力的な体験・商品・サービス等の
充実や付加価値の増加，よりあたたかなおもてなしなどによって，観光客の満足度が高まること

〇��観光事業従事者がより誇りや意欲をもって働くことができるようになるとともに，観光事業者等が
より安定的かつ活発に事業を行えるようになること

〇��京都観光がより危機に強く，あらゆる主体にとってより安心・安全になること

〇��これらにより，京都観光がより持続可能になること

　観光客にとっての観光の質の向上を通じて，持続的な京都への来訪や消費単価の向上等を図り，市民（地
域）や観光事業者・従事者等にとっての観光の質の向上につなげる好循環を確立します。

〈 京都観光における更なる観光の質の向上 〉

京都観光における質の向上 ＝ より持続可能な京都観光（循環イメージ） 

観光客にとっての
質（満足度）の向上

市民（地域）にとっての
質（満足度）の向上

観光事業者・従事者等にとっての
質（満足度）の向上

より危機に強く，より安心・安全な京都観光が大前提
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★コロナ禍からの回復期における重点取組

※ 推進する主な取組 全78項目（うちコロナ禍からの回復期
における重点項目26）の詳細は，計画本編を御覧ください。

　計画の推進に当たっては，目指すべき姿の実現に向けた進捗を測る指標を設定し，定期的に数値を評価したうえで，
PDCAサイクル（計画・実行・評価・改善）を活用し，新たな改善策の立案，実施を徹底していくことが重要です。
　そのため，本計画については，第3章に掲げる5つの「2030年に実現する5つのまちづくりと観光」ごとに「日本版持続
可能な観光ガイドライン※」なども参考としながら，指標を設定することとします。

５つの目指す姿の実現に向けた取組

観光客による行動や観光事業者による事業活動が，地域の文化や習慣に配慮して行われるとともに，観
光が地域経済の活性化や地域文化の継承等に寄与する。また，市民が，観光による地域への貢献を実感

することなどで，観光客をあたたかく迎える機運が醸成される。

目指す姿

京都の自然や文化等が守られ，さらに新しい魅力が創出されるとともに，あらゆる方が快適に観光でき
る受入環境等が整うことにより，観光客の満足度向上，市民にとって暮らしやすいまちづくりが促進さ

れる。また，市民と観光客との交流によって，市民のおもてなしの向上や，相互理解の促進，観光客の京都に対す
る敬意の醸成につながる。

目指す姿

指標と目標

（1）�文化や伝統の維持，地域経済の正常化に向けた京都�
観光の力強い回復　★

（2）�観光課題※�対策の強化　★
�　※一部観光地の混雑や観光客のマナー違反など。
（3）�観光に対する市民の共感の輪の拡大と市民が京都の

魅力により多く触れる機会づくり

（4）観光による地域経済等への貢献の最大化
（5）観光による文化の継承と創造，美しい景観の保全
（6）観光による多様な分野※�における課題への対応
　�※�経済や文化，まちづくりにとどまらず教育や健康�
づくり，福祉などの分野。

（1） ウイズコロナ社会で安心して楽しめる観光の充実と
発信の強化　★

（2） 文化や伝統の維持，地域経済の正常化に向けた京都 
観光の力強い回復（再掲）★

（3） 観光による文化の継承と創造，美しい景観の保全（再掲）
（4） 京都の「光」の磨き上げと新しい魅力の創出　★
（5） 環境・自然・スポーツをテーマにした観光の推進　★
（6） 映画・マンガ・アニメ等をテーマにした観光の推進

（7）リピーター向けの取組の充実
（8）宿泊観光・長期滞在化の促進　★
（9） あらゆる人が快適に観光できる受入環境の充実と 

デジタル化の推進等によるおもてなしの強化　★
（10）情報発信の更なる強化
（11）修学旅行・教育旅行対応の強化　★
（12）上質な観光サービス・体験等の充実と情報発信強化
（13）市民のおもてなしの向上と相互理解の促進

２京都の｢光｣の磨き上げ・観光の質の向上

１市民生活と観光の調和・豊かさの向上

市民生活への観光の影響(混雑，マナー，宿泊施設)，３つの分散化の状況（時期・時間・場所），
観光による地域への貢献（公共交通への貢献，文化の維持・継承），市民による観光の実施状況・満足度指標

観光消費額単価，残念なことがあった割合，リピーター率，宿泊率・平均宿泊日数指標

（計画本編）
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観光事業従事者の雇用の安定化，処遇の改善が図られ，誇りや意欲を持って働ける環境が整う。 
また，生産性向上等を通じて観光事業者の経営がより安定化するとともに，観光・文化分野での起業や

新事業創出が盛んになる。

目指す姿

感染症や災害等の様々な危機に適切に対応し，関係者全ての安心・安全が確保され，事業が継続し雇用が
維持できるとともに，平常時においても事故や犯罪が抑制され，医療が受けやすい環境の整備が図られる。

また，観光事業者や観光客によって環境により配慮した観光が行われるようになる。

目指す姿

京都の歴史，文化，自然等の多彩な魅力が磨き上げられ，ＭＩＣＥ都市として世界から選ばれ続けると
ともに，世界の人々が京都に集うことにより，地域への貢献や，産業・学術・文化・スポーツ等の振

興，相互理解・国際親善の促進につながる。

目指す姿

（1） 新型コロナウイルス感染症の影響からの回復に 
向けた事業者支援　★

（2）観光関連人材の確保・育成・定着支援の強化

（3）観光関連ビジネスの活性化　★

（1）ウイズコロナ社会における安心・安全な観光の推進　★
（2）感染症・災害・国際危機等への危機管理体制の強化　★
（3）特定市場に偏らない誘客の多角化　★

（4）観光事業者のリスク対応力強化の支援　★
（5）市民と観光客双方の安心・安全の確保
（6）環境に配慮した観光の推進

（1） ウイズコロナ社会における安心・安全なＭＩＣＥの
徹底と開催スタイルの変容への対応　★

（2） ＭＩＣＥ京都ブランドの一層の磨き上げと競争力
強化

（3） ＭＩＣＥによる地域への貢献や，産業・学術・文化・
スポーツ等の振興の促進

（4） オール京都のＭＩＣＥ誘致・開催に向けた担い手の
育成と環境整備　★

３担い手の活躍

４危機に対応でき，安心・安全で持続可能な観光の推進

５ＭＩＣＥの振興 ※ＭＩＣＥ（マイス）：企業のミーティング，企業研修旅行，国際会議，イベントなどの総称

　なお，策定段階において，新型コロナウイルス感染症の影響や回復見込みが極めて不透明なため，
今後の計画推進の段階において，回復状況を見据えながら，改めて目標値の設定と指標の追加等
を行います。
※地方自治体やDMO等が，持続可能な観光地マネジメントを行うための国際指標に準拠した観光指標。

観光事業における正規雇用率，観光事業従事者の満足度，商品・単価が上昇した観光事業者の割合，
地域貢献に取り組む観光事業者の割合，観光事業者におけるデジタル化の推進状況指標

ＢＣＰなど危機管理に関する計画を作成している観光事業者の割合，観光事業者における防災・防火訓練
等の実施状況，公共交通利用割合，観光客・観光事業者における環境に配慮した取組の実施状況指標

国際会議開催件数（ICCA,JNTO），海外参加者数，国際会議消費額（経済効果額），
国際会議による延べ宿泊者数指標
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京都観光振興計画
２０２５

市民
京都の
魅力の
担い手

観光関連
業界

地元企業行政・
DMO

大学・
学生

観光客

豊かさの向上
相互理解

安心・安全

2050年CO2ゼロ

多様性・包摂性

レジリエンス

SDGsへの貢献

起業・新事業創出

地域経済の活性化

地域貢献

文化・地域コミュニティ
の継承・発展

デジタル化・
生産性向上

京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

推進体制・推進の仕組み
1 オール京都での計画の推進
京都観光に関わるすべての皆様が，お互いを尊重しながら知恵と力を出し合ってともに取組を進めてまいります。

2 京都観光行動基準（京都観光モラル）の普及・実践
3 エリアごとの観光を推進・管理する取組や仕組みの強化
4 ＤＭＯを中心とした推進体制の強化
5 持続可能な観光に向けた計画の進捗管理

京都観光行動基準（京都観光モラル）
～ 京都が京都であり続けるために，観光事業者・従事者等，観光客，市民の皆様とともに大切にしていきたいこと ～

京都観光に関わる皆様がお互いを尊重しながら，持続可能な京都観光をともに創りあげましょう！
＜観光事業者・従事者等の皆様と大切にしていきたいこと＞
　●地域文化・コミュニティへの貢献，市民生活と観光の調和
　●質の高いサービス・商品の提供・人材育成
　●環境・景観の保全
　●災害や感染症等の危機に強い観光の実現
＜観光客の皆様と大切にしていきたいこと＞
　●地域文化・コミュニティへの貢献，市民生活と観光の調和
　●環境・景観の保全
　●相互理解・交流
　●災害や感染症等の危機に強い観光の実現
＜市民の皆様と大切にしていきたいこと＞（京都市市民憲章の実践）
　●地域文化・コミュニティへの貢献
　●環境・景観の保全
　●相互理解・交流，災害や感染症等の危機に強い観光の実現

（観光客の行動例）

京都観光行動基準
(京都観光モラル）について
https://www.city.kyoto.
lg.jp/sankan/
page/0000277340.html

【行動例】ごみのポイ捨てをしない【行動例】�地域住民にとっての信仰の場では
適切に振る舞う

令和３年（２０２１年）３月
発行：�京都市�産業観光局　観光ＭＩＣＥ推進室
TEL：075-746-2255　京都市印刷物　第０２３２８２号
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